
担当部局
・

作成責任者名

事後評価実施予定
時期

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

目標値
（目標年度）

20本以上
（直近2か年の平均）

（令和6年度）
20 20 20 20 20

基準値
（基準年度）

19.5本/年
（平成30年度～令和元年度

平均）
18 42 41

測定指標の実績値
の把握方法

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

目標
（目標年度）

研究成果関連事項の統計委
員会（部会を含む）への報告

（令和6年度）

研究成果関連事
項の統計委員会

（部会を含む）への
報告

研究成果関連事
項の統計委員会

（部会を含む）への
報告

研究成果関連事
項の統計委員会

（部会を含む）への
報告

研究成果関連事
項の統計委員会

（部会を含む）への
報告

研究成果関連事
項の統計委員会

（部会を含む）への
報告

基準
（基準年度）

研究成果関連事項の統計委
員会（部会を含む）への報告

（令和元年度）

研究成果関連事
項の統計委員会

（部会を含む）への
報告

研究成果関連事
項の統計委員会

（部会を含む）への
報告

研究成果関連事
項の統計委員会

（部会を含む）への
報告

測定指標の実績の
把握方法

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

目標値
（目標年度）

4本以上
（直近2か年の平均）

（令和6年度）
4 4 4 4 4

基準値
（基準年度）

3.5本/年
（平成30年度～令和元年度

平均）
11 4 7

測定指標の実績値
の把握方法

測定指標１
【主要な測定指標】

中目標（Ⅱ）２

測定指標の
選定理由

研究成果や経済社会の変化をより反映した精度の高い統計の提供

研究を踏まえた関係省庁への働きかけによる一次統計の改善及びGDP推計手法の改善

経済社会政策の企画・推進の支援

内閣府設置法第4条第3項第5号

政策判断に資する研究成果の提供

研究成果は、報告書、ディスカッションペーパー、リサーチノート等の形でとりまと
めることにより、政策担当者や統計作成担当者等がそれぞれの業務に活かすこと
が可能となるため、公表された本数を測定指標とすることが適切である。また、研
究は複数年度をかけて実施することもあることから、単年度の公表本数ではなく、
直近2年の実績平均を用いて測定することが適切であると考えられる。

年度ごとの実績値

平成30年度～令和元年度の2か年の実績平均（＝19.5本/年）をもとに目標値を設
定。

目標（値・年度）の
設定の根拠

施策目標
（最終アウトカム）

年度ごとの目標値

施策の概要

政策「経済社会総合研究」
　施策「経済社会総合研究の推進」

経済社会活動について理論と政策の橋渡しを担うため、経済社会活動に関わる理論的・実証的研究、GDP統計の改善に関する研究を行うとともに、景気動向の把握
のための統計を作成する。また、内閣府及び他省庁職員に対して、経済理論の講義や分析手法の技能研修等を実施し、経済分析等の専門知識及び手法を習得させ
る。

報告書等の研究成果公表本数

施策目標の設定
の考え方・根拠

測定指標２

測定指標３

年度ごとの目標値

令和５年度実施施策に係る政策評価の事前分析表

（内閣府５－21）
経済社会総合研究所
総務部長  林田雅秀
景気統計部長　谷本信賢
情報研究交流部長　田村裕昭

令和３年度（１年目評価）
令和７年度（最終年度評価）

測定指標の選定理
由

研究成果関連事項の統計委員会（部会を含む）への報告の状況

中目標（Ⅰ）１

中目標（Ⅱ）１

政策名及び施策名

GDP推計手法の変更にあたっては、統計委員会での審議、了承を得る必要がある
ため、統計委員会への報告の状況を測定指標とすることが適切である。

施策の進捗状況
（目標）

施策の進捗状況
（実績）

報告書等の公表実績より記載

研究成果は、報告書、ディスカッションペーパー、リサーチノート等の形でとりまと
めることにより、政策担当者や統計作成担当者等がそれぞれの業務に活かすこと
が可能となるため、公表された本数を測定指標とすることが適切である。また、研
究は複数年度をかけて実施することもあることから、単年度の公表本数ではなく、
直近2年の実績平均を用いて測定することが適切であると考えられる。

報告書等の研究成果公表本数
測定指標の選定理

由

年度ごとの実績値

目標（水準・年度）
の設定の根拠

目標（水準・年度）
の設定の根拠

数値化が困難なため、定性的指標として設定している。

統計委員会への報告実績をふまえて記載

平成30年度～令和元年度の2か年の実績平均（=3.5本/年）をもとに目標値を設
定。

報告書等の公表実績より記載



R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

目標
（目標年度）

景気統計の精度向上に向け
た研究の進捗、具体的改善

（令和6年度）

景気統計の精度
向上に向けた研究
の進捗、具体的改

善

景気統計の精度
向上に向けた研究
の進捗、具体的改

善

景気統計の精度
向上に向けた研究
の進捗、具体的改

善

景気統計の精度
向上に向けた研究
の進捗、具体的改

善

景気統計の精度
向上に向けた研究
の進捗、具体的改

善

基準
（基準年度）

景気統計の精度向上に向け
た研究の進捗、具体的改善

（令和元年度）

景気統計の精度
向上に向けた研究
の進捗、具体的改

善

景気統計の精度
向上に向けた研究
の進捗、具体的改

善

景気統計の精度
向上に向けた研究
の進捗、具体的改

善

測定指標の実績の
把握方法

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

目標値
（目標年度）

89.0以上
（令和6年度）

88.0 88.0 88.5 88.5 89.0

基準値
（基準年度）

88.0
（平成28年度～令和元年度

平均）
87.3 91.8 90.8

測定指標の実績値
の把握方法

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

目標値
（目標年度）

8.3点
（令和6年度）

8.3 8.3 8.3 8.3 8.3

基準値
（基準年度）

8.3点/10点満点
（平成28年度～令和元年度

平均）
－ 9.4 9.3

測定指標の実績値
の把握方法

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

1
497
(386)

482
（307）

458
(339）

446

2
9
(2)

9
（5）

9
(4)

9

506
（388）

491
（312）

467
(343)

455

測定指標５
【主要な測定指標】

測定指標４

予算額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（執行額）　　　　　　　　　※単位：百万円

分析技能の習得・向上を図る研修での習熟度

施策に関連する主な内閣府事業
（開始年度）

中目標（Ⅰ）３

景気統計の精度向上に向けた調査研究の進捗及び具体的改善の状況

中目標（Ⅱ）３

中目標（Ⅰ）２

経済社会活動の総合的研究に必要な経費
（平成12年度）

測定指標６

継続的な点検・検証を踏まえた景気統計の作成手法の改善

研修受講者アンケートの満足度調査項目集計結果を記載。

平成28年度から令和元年度までの習熟度の平均値をもとに目標値に設定。
目標（値・年度）の

設定の根拠年度ごとの目標値

年度ごとの目標値

年度ごとの実績値

平成28年度から令和元年度までの満足度の平均値をもとに目標値に設定。

分析技能の習得・向上を図る研修（Excel技能研修）において、研修終了時にレベ
ルチェックを実施し研修での習熟度を測り、一定のレベルアップが見られれば当該
研修の目標は達成されたと判断できるため。

内閣府及び他省庁職員を対象に、職務上必要とされる知識・技能の習得を目的として、研修所及び人
事課･研究所にて研修を企画･実施する。

関連する中目標・
令和５年度行政事業
レビュー事業番号

中目標（Ⅱ）１、（Ⅱ）２、（Ⅰ）１、（Ⅰ）２
0130

中目標（Ⅱ）３、（Ⅰ）３
0132

受講者の研修内容の習得／受講者のニーズを踏まえた研修内容の充実

研修に対する受講者アンケートの満足度
研修に対する受講者アンケートで「満足」「やや満足」との回答の合計を「満足度」
とし、各研修における受講者数に対する「満足度」の割合が、目標値以上を得られ
れば、当該研修目標は達成されたと判断できるため。

現下の経済情勢に対し、内部部局との連携を図りつつ、計量モデル等の分析ツールの開発、経済理論
等の政策分析、GDP統計の改善に関する研究、景気指標の作成等を行う。

事業概要

測定指標の選定理
由

施策の予算額
（執行額）

年度ごとの実績値

経済研修所運営に必要な経費
（平成12年度）

施策の進捗状況
（実績）

職員の政策企画立案能力及び調査分析能力の向上

施策の進捗状況
（目標）

景気動向指数研究会等の実績をふまえて記載

目標（値・年度）の
設定の根拠

測定指標の選定理
由

景気統計については、精度の高い統計の提供に向けた施策の進捗状況を直接測
定することが困難なため、精度向上に向けた研究の進捗や具体的改善の状況を
把握することにより、間接的に測定することが適切であると考えられる。

測定指標の選定理
由

当該研修受講者を対象に実施した習熟度テスト（10点満点）の平均値を記載

目標（水準・年度）
の設定の根拠

数値化が困難なため、定性的指標として設定している。
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